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【目的】介護保険施設が就労場所として選択されないため，看護学生の職場決定時期と動

機を明確にし，選択されない「衛生要因」を明らかにする． 

【方法】A大学看護学部 3年生の同意を得た 42名（67.7％）に対して，量的調査（老年看

護学の興味，就労先選択基準，決定時期，介護保険施設での就労，他科経験して介護保険

施設勤務）・質的調査（介護保険施設での勤務をためらう理由，介護保険施設のイメージは

自由記述での調査を実施した．）を行う．  

【結果】看護学生の就労希望の多くが，病院での就労を希求していた．また，階層式クラ

スター分析で抽出された語彙は，「マイノリティである不安」，「興味のなさ」，「医療と福祉

の違い」，「不認知」といった衛生要因が抽出された． 

【考察】多くの学生が病院での就労を希望するなか，看護学生が働きたいと選択される介

護保険施設になるためには，老年看護学教育で専門職としての魅力について教授する必要

がある．そして抽出された衛生要因を改善するため，介護保険施設の看護師の役割や業務

を明確にし，介護保険施設での就労に孤独や不安を吐露する環境を生み出すことが求めら

れる． 
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Ⅰ．はじめに 

 

高齢化が進むなかで看護師の就労場所は，医療機

関のみでなく在宅や施設など多岐に渡るため，看護

師にはその対象者の多様性に対応する能力が求めら

れている．看護師の就労場所として，多くは病院

（72.2%）となっているが，診療所（13.2%），介護保

険施設（7.9％）と続いている 1）．その介護保険施設

の就労先は，介護老人保健施設（2.1％）や介護老人

福祉施設（2.0％）に選択され，しかも年々増加して

いるのが特徴 2）となっている．つまり，看護師の就

労場所は，高齢化と比例して介護保険施設での需要

が増しているといえる．この傾向は，今後も第 1 次

ベビーブーム世代である後期高齢者が増加すること

から介護保険施設での看護師の需要はさらに増すこ

とが想定される． 

このように介護保険施設での看護師の就労場所が
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増加しているなか，厚生労働省が毎年行っている「看

護師等学校養成所入学状況及び卒業生就業状況調査

2019（令和元）年度」3）では，全国の看護師養成校を

卒業した 22,469 人のうち，病院に就職した者の総数

は 22,367 人（99％）に対して，介護保険施設で就労

した看護師は 13 人（0.06％）となっており，介護保

険施設が新卒の看護学生の就職先となっていない現

状がある． 

確かに働く先の介護保険施設側の実情は，医療・

介護の一体改革が進むなかで，介護保険施設におけ

る医療ニーズの高い利用者が増加傾向にある．しか

し，介護保険施設に就職を希望する看護師が少なく

採用が困難かつ離職率が高い 4）という現状があり，

看護師の確保・定着に課題がある．介護保険施設で

働く看護師の就労について，平成 25 年度に実施され

た「介護領域における看護職員の確保に関する調査

研究事業」5）の調査では，看護師は医療機関を退職

後に次の就労場所として，自分が住む地域近くの介

護保険施設等に就労するため，子育てや介護と就労

との両立を図っている看護師が多いことを示唆して

いる．また，介護保険施設等で働く上での問題点と

しては，まず，介護保険施設には医師が常駐してい

ないため，緊急の対応などの看護師が対応すること

が精神的負担となっている．そして病院などの医療

機関に比べて給与が少ないことが明らかとなってい

る． 

看護学生に対して行った就労施設に関する調査で

は，病院への就労希望者が多く，その希望する病院

も 500 床以上の大規模病院への希望が集中している

6）．希望する病院への選考基準については，給与や夜

勤体制，休日といった労働環境と人間関係や雰囲気

の良さといった点を挙げている 7,8）．また，看護学生

は，入学前や在学中に病院で独自に実施している，

あるいは自治体から交付されている奨学金によって，

卒業後に国家試験を合格したのちは，その地域や病

院等で就労することを前提に就労先が決定している

者も少なくない 9,10）．この就労決定の判断にかかわ

る相談者は，親，友達，先輩，教員の順との調査結

果もある 11）．さらに着目したい点として，臨地実習

を経験した看護学生の就労先に影響を及ぼした領域

別の調査では，希望する看護学生のほとんどが成人

看護学実習に影響を受け，老年看護学実習は選択と

して影響していないとの調査もある 12）．これらの調

査結果からも看護学生は，介護保険施設での就労を

選択していないことは明白である． 

しかしながら，看護学生が介護保険施設での就労

を選択しないとはいえ，看護師の介護保険施設利用

者との関わりは高次の行為であり，動物にはできず，

人間にしかできない営みである．介護保険施設の看

護師自身が，職務という関わりを通して自分の存在

を認識し，充実感を味わう．更には，ケアを提供す

る側と受ける側双方が，命と生命を共有するという

相互作用が発生することで双方の成長を可能にする

13）．この点からも介護保険施設での就労が看護学生

の選択肢として選ばれる必要がある． 

このような現状のなか，看護学生に行った就労意

向調査は，介護保険施設を焦点とした文献はない．

また他領域（訪問看護・精神科病院等）14，15）での就

労希望として，すでに就労が確定（もしくは予定者

も含む）した調査が多く，就労を決定させる動機づ

けとしては既に確定した結果であり，その前段階と

して学生の決定プロセスを示した研究はみられない． 

この就労決定因子としてハーズバーグ 16）は，人事

労務管理に必要な要因を「動機づけ要因（Motivator 

Factors）」と「衛生要因（Hygiene Factors）」の 2 種

類に分け，動機づけ要因は「達成すること」「承認さ

れること」「仕事そのもの」「責任」「昇進・向上」と

いった，仕事の満足度に関わる要素を導き出した．

そして対となる衛生要因は，「給与」「福利厚生」「経

営方針・管理体制」「同僚との人間関係」「監督（上

司との関係など）」といった，仕事の不満に関わる要

素とした．不満要因は本質的に「環境」を表してお

り，主として職務不満を防止する役目をし，積極的

職務態度にはほとんど効果をもたないことから，そ

れらを「衛生要因」と呼んだ．つまり，看護学生の

就労決定要因には，介在する他者の言葉や様々な情

報，看護観や人生観との密接なかかわりのもとで何

らかの意図が隠されていると考えられる． 
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そこで，看護学生の就労先として介護保険施設を

選択する動機の調査により，介護保険施設が選択さ

れにくい「衛生要因」を抽出し，問題として明らか

にすることで，今後の看護学生のキャリアデザイン

のひとつとして介護保険施設が選択されることにつ

ながると考えられる． 

 

Ⅱ．用語の定義 

 

1． 介護保険施設とは，介護保険法第 8 条 25 に規

定する指定介護老人福祉施設，介護老人保健

施設及び介護医療院とする． 

 

2． 看護学生とは，国家試験で看護師免許を取得

する看護大学，看護短期大学，看護専門学校等

の看護師養成校に籍を置く学生を指す． 

 

Ⅲ．方法 

 

1．目的 

今回の目的は，介護保険施設が就労場所として選

択されないため，看護学生が職場選択を決定する時

期はいつで，その動機は何かを明確にする．また，

介護老人保険施設で働くことに関して，質問紙を用

いた質的調査を行い，その抽出された語彙からその

集団を成すクラスターを分類し，介護保険施設が選

択されにくい「衛生要因」を明らかにすることを目

的とする． 

 

2．データ収集期間 

令和 3 年 6 月 22 日～7 月 16 日 

 

3．対象者 

A 大学 B 学部看護学科 3 年生 62 名 

 

4．調査内容 

調査内容は，精神看護学領域や訪問看護領域で看

護学生の職業選択を調査した先行研究 17,18）を参考と

して，Google forms を使用した自記式で実施する．

調査内容は，①老年看護学について興味があるか，

②就労先として考えている場所，③就労先選択の基

準，④就労を希望する病院形態や診療科を決定した

時期，⑤介護保険施設での就労の希望，⑥他の診療

科を経験してからの介護保険施設勤務，について量

的調査を実施し，基本統計量を算出する. 

また，⑦介護保険施設での就労を望まず，介護保

険施設勤務をためらう理由，⑧介護保険施設に対す

るイメージ，の 2 項目については自由記述での調査

を実施した．自由記述の分析には KH Coder19）による

計量テキスト分析を得られたデータをもとに，なか

に含まれる語句を精査し，階層式クラスター分析を

行った．KH Coder とは，テキストデータを計量的に

分析するために作成・公開されたプログラムソフト

ウェアである． 

本研究においては，質的データ語群を量的データ

としての質問項目を視覚的，数量的に評価し，カテ

ゴリー間の反応パターンの類似性を布置図に表した．

介護保険施設での就労を望まず，介護保険施設就労

をためらう理由と介護保険施設に対するイメージに

関連する単語（上位 60 語）を抽出した．具体的には

テキストデータの形態素分析を実施し，頻出語（複

数回出現する語）の抽出および階層クラスター分析

により，学生が自己の就職についての現段階での方

向性を選別，確認し，介護保険施設に対して考えや

就労動機について分析した． 

 

5．倫理的配慮 

本研究にあたっては，調査対象の看護学生に本研

究の概要を書面と口頭で説明した上，調査の主旨と

内容を文書と口頭にて説明を行った．参加は自由意

志によるものであること，対象者が特定されないこ

と，不利益を受けず，随時撤回できることを確認し

た上で書面にて本人の同意を得た．そして書面にて

同意を得られた学生にのみ，ヘルシンキ宣言に則っ

て調査を実施した．研究計画については，事前に明

治国際医療大学ヒト研究倫理審査委員会の承認を得

た（承認番号：2021-002）．本研究の発表に関連して，

開示すべき利益相反関係にある企業等はない． 
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Ⅳ．結果 

 

A 大学看護学部 3 年生（62 名）に対して，同意を

得た 42 名に調査を行った（回収率 67.7％）． 

 

１．老年看護学について興味はあるか 

「老年看護学に興味はありますか」の質問に対して，

興味がある 17名（40.5％），興味がない 4名（9.5％），

どちらでもない 21名（50％）であった（図 1）． 

 

 

2．就労先として考えている病院形態 

「あなたが就労先として考えている病院形態はどれ

ですか」の質問に対し，総合病院が 38名（83.3％）で，

次に大学病院が 11名（26.2％）の順であった（図 2）．

ただし，調査した A大学は，4年間の就学中に保健師も

しく助産師の資格取得ができるコースがあるため，

保健所等の専門的な職場の選択がある． 

 

3. 就労先選択の基準 

「あなたは何を基準に就労先を選びますか（複数可）」

の質問に対し，職場の雰囲気が 33名（78.6％）で次に

場所・地域が 27名（64.3％）で，次いで自分のやりた

いことができると給与が 23 名（54.8%）の同数であっ

た．奨学金貸与者も 9名（21.4%）いた（図3）． 

図 1 老年看護学についての興味 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 就労先として考えている病院形態 

図3 就労先選択の基準 

 



看護学生における介護保険施設の就労イメージ  5 

４．就労を希望する病院形態や診療科を決定した時期 

「就労を希望する病院形態や診療科を決定した（決

定する）時期はいつ頃ですか」の質問に対し，大学

3年次 13名（31.0％）が最も多く，未定 12名（28.6％）

と続いた（図 4）． 

 

５．介護保険施設での就労 

「あなたは，介護保険施設で働いてみたいと思い

ますか？」と質問したところ，わからない 16 名

（38.1%），思わない 14名（33.3％），思う 7名（16.7％），

大変思う 2 名（4.8％）であった（図 5）． 

 

６．他の診療科を経験してからの介護保険施設勤務 

「他の診療科を経験してから，介護老人保健施設で

働いてみたいと思いますか」の質問に対して，わから

ない（45.2％）と最も多く，大変思う 2 名（4.8％），

思う 10 名（23.8％），思わない 1 名（2.4％），全く

思わない 6 名（7.6％）であった（図6） 

 

 

 

図 4 就労決定時期 

 

 

 

図 5 介護保険施設での就労 

 

 

図 6 他科経験後の介護保険施設での就労 

 

７. 介護保険施設での就労を望まず，介護保険施設勤

務をためらう理由 

『「思わない」または「全く思わない」と答えた人

は，介護保険施設への就職をためらう理由は何です

か？』に対して，その理由について KH Coder ver3.0

を用いた分析した．結果，346の文が確認された．表 1

は，介護保険施設での就労を望まない学生に関して，

出現回数の多い単語から出現回数 2 までの単語をリ

ストアップしたものである．出現回数が多かったもの

は，「経験」(5回），「働く」(5回） などであった． 

また，階層式クラスター分析（図 7）を実施すると， 

5つのクラスターに分類された．階層的クラスター分

析とは，出現パターンが互いに似通っているものを抽

出する分析手法である． 

クラスター1 は，「介護」「施設」の「看護」「少な

い」という言葉が抽出され，具体的な意見としては，

「配置が少なく不安」や「1 人で働けるようにならな

いと迷惑をかける」などがあった．  

クラスター2 では，「病棟」「経験」「積む」という

言葉が抽出された．具体的意見として，「病棟で経験

を積みたい」や「体力があるうちはいろいろ経験を

積みたい」などがあった．  

クラスター3 では，「病院」や「仕事」という言葉

が抽出された．具体的には，「まず，病院で仕事をし

たい」や「自分にやりたい仕事がある」などがあった．  

クラスター4 では，「卒業」や「就職」についての

言葉が抽出された．具体的には，「将来的には介護保

険施設での就労を考えている」や「違う場所で就職

したい」などがあった．  

クラスター5 では，「興味」や「大変」といった言葉
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が抽出された．具体的には，「興味がない」や「大変

そうだから」などがあった． 

 

８. 介護保険施設に対するイメージ 

『介護保険施設に対するイメージを自由に記載し

てください』の返答を KH Coder ver3.0 を用いた分

析した．結果，337 の文が確認された．表 2 は，介

護保険施設のイメージに関して，出現回数の多い単

語から出現回数 2 までの単語をリストアップした

ものである．出現回数が多かったものは，「高齢」(11

回），「介護」(8 回），「人」(7 回） などであった． 

また，階層式クラスター分析（図 8）を実施する

と，5 つのクラスターに分類された． 

クラスター6は，「患者」「家族」「支援」という言葉

が抽出され，具体的な意見としては，「患者さんだけ

でなく家族にも目を向ける」や「患者さんがより暮ら

しやすくなるように支援を受ける」などがあった．  

クラスター7 では，「福祉」「難しい」と「ケア」「必

要」という言葉が抽出された．具体的意見として，

「福祉関係は難しそう」や「ケアを受ける人とケア

を行う人との人間関係が難しそう」などがあった．  

クラスター8 では，「高齢者」や「大変」という言

葉が抽出された．具体的には，「高齢社会において必

要だと思う」や「要介護認定者を相手にしては大変

そう」などがあった．  

クラスター9 では，「介護」や「リハビリ」につい

ての言葉が抽出された．具体的には，「看護師よりも

介護士が働いているイメージ」や「リハビリが中心

になっていそう」などがあった．  

クラスター10 では，「忙しい」や「楽しい」といっ

た言葉が抽出された．具体的には，「優しい雰囲気，

賑やか」や「高齢者が多いから大変忙しそう」また，

「病院に比べて忙しくなさそう」などがあった． 

 

表 1 介護保険施設での就労を望まず，介護保険施設勤務をためらう理由（抽出語） 

 

 

 

表 2 介護保険施設に対するイメージ（抽出語） 

 



看護学生における介護保険施設の就労イメージ  7 

図 7 介護保険施設での就労を望まず，介護保険施設勤務

をためらう理由（階層式クラスター分類） 

 

 

図 8 介護保険施設に対するイメージ（階層式クラスター

分類） 

 

Ⅴ．考察 

 

１．看護学生が就労を決定する要因 

今回の調査では，臨地実習を経験しておらず，ま

だ就労を経験していない看護学部 3 年生（42 名）を

対象とした．これは，看護学生が職場を決定するこ

とが 3 年次と 4 年次に多いとの結果 20）と Alzayyat

ら 21）らの文献研究において，臨床実習は看護学生に

とって最もストレスの多い経験であるとの指摘から，

ストレス環境下にないこと，そして就労に対して思

い込みや偏りの少ないことが想定される 3 年次の看

護臨床実習前の時期に調査を行った．今回の調査で

看護学生が職業を選択する時期と動機について，ま

ず，老年看護学についての興味は全体の半数程度の

興味があることが分かった．これは，KH Coder 分析

のクラスター8 およびクラスター10 で抽出されたよ

うに，高齢者対応の困難さを指摘している．さらに

看護学生は，卒業後 1 年目での就労先として介護保

険施設の選択として，本調査でも希望する学生がい

ない結果であった．その理由として病院形態や就労

先選択の基準で抽出されたように，学生は看護師と

しての技術を卒業後に病院で習得しようと考えてい

ることが明らかとなっている．また，クラスター7 で

抽出されたように「福祉と病院の違い」を感じ，同

じくクラスター9 での抽出では，看護師の職場とし

ては活躍の場がないと考えていることがわかる．こ

れは，日本看護協会の「継続教育の基準 Ver2」22）

のなかで，新人看護師に求められているのは，ジェ

ネラリストとして「領域に関わらず，24 時間ケアを

管理し，患者に真摯に向き合い最適な看護を志向す

る実践者」を，そしてスペシャリストとして「組織

横断的に活動することやチーム医療を推進するため

の調整能力，専門的技術や知識を用いて看護職のケ

ア技術の向上を担うための教育力，現場の課題を明

確化し解決に導く研究活動能力，自らその課題に対

して真摯に取り組む自律性」を求めている．このこ

とからも明白ではあるが，現行システムとして看護

学生は，専門職を学ぶ教育機関ではジェネラリスト

として看護の基礎を学び，国家資格取得後の就労先

で経験知を高め，スペシャリストとして専門性を高

めていく． 

そのうえで看護師の教育は，「看護基礎教育におけ

る技術教育のあり方に関する検討会報告書（2019 年
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10 月）」23）において，「将来を担う看護師に求められ

る能力」をもとに，免許取得前に習得すべきもの及

び到達すべき水準として，「看護師に求められる実践

能力と卒業時の到達目標」について検討している．

その検討会で改正案として出された「看護師教育の

技術項目と卒業時の到達度」の項目を概観しても，

褥瘡予防ケアやストーマの管理といった医療行為に

代表されるようないわゆる病院での看護師技術向上

のものが多い． 

そのことから看護学生は，クラスター2および 3で

の抽出されたように，高等教育での修学した知識や

技術を培った実践知を発揮する場として，病院での

就労を「医療行為における技術成長の可能性」とし

て希求していると考えられる．しかし同時にクラス

ター4 での抽出から，卒業後すぐの介護保険施設で

の就労選択はなくても，3 割弱の看護学生が卒業後

に他科経験後に介護保険施設での就労場所を選択肢

としていることが分かった． 

これらの状況のなかでも看護学生が，卒業後に自

分の将来就労する場所として介護保険施設を選択す

るためには，就労決定時期が入学前（11.9%）よりも

入学してから 3 年生まで（59.5%）である点を考慮す

ると，看護学生として専門職を学ぶ時期の指導方法

によっては就労意向の変容の可能性を踏まえている

ことも示唆している．今回の調査した看護学生もク

ラスター6 にみられるように介護保険施設が生活支

援の場として大切であることを理解している．今後，

看護学生が介護保険施設の就労の興味を引き出す契

機とするためには，高齢者の生活の現場や看護学生

が働く職場の雰囲気を老年看護学実習で導き出すこ

とが求められる．そして看護師として成長するため

には，高齢者ケアの理念と価値を理解し実感できる

ことが重要である．さらに対象者に対して機能的な

欠落部分を補完するだけではなく，持てる力を引き

出し自律した生活を保障する責任をもつ専門職とし

ての魅力 24）をもつことを看護学生としての就学期間

に涵養する必要がある．それによって看護学生が就

学している期間に介護保険施設での就労することの

意義を見出すことができ，将来職業を選択するなか

に介護保険施設がキャリアデザインのひとつとして

選ばれると考えられる． 

 

２．介護保険施設で働かない動機とは 

ハーズバーグは，就労動機に関する「不満要因」

について，自身が行っている仕事への関係づけを表

すのではなく，むしろ，職務に従事している仕事の

脈絡ないし環境への関係づけを表しているとしてい

る．しかし，この環境の改善とは，職務不満を防止

すれば改善されることをいっているのではなく，衛

生要因における問題を解決した上で動機付け要因を

満たす必要があることを指している 25）．今回の調査

でこの衛生要因として抽出された語彙は，クラスタ

ー1 でみられた介護保険施設で働く看護師の「マイ

ノリティである不安」とクラスター5 でみられた「興

味のなさ」とクラスター７でみられる「医療と福祉

の違い」，さらにクラスター9 でみられた介護やリハ

ビリの場であり，看護師が働く場所として「認知さ

れていない」点が明らかになっている． 

これは，介護保険施設で就労する看護師も職場で

の孤独を感じ，看護職員と介護職員との職務上の区

分が不明瞭であることから，就労をする看護師にと

って責任と役割が重要であることは理解している 26）．

さらに今回の調査対象の看護学生は，臨地実習に行

く前の学生であり，看護師の職務というものが病院

で働かないと看護の職務が発生しないと考えている

と思われる．そのため介護保険施設で就労する看護

師と病院等で働く「看護師の質」といった病院と介

護保険施設での業務内容の違いを感じていることが

想定される．高橋 27）が「施設看護師の役割は共通認

識されていないこと，施設看護師は自分の行う仕事

の役割が見えていないこと」と指摘するように，介

護保険施設で働く看護師が役割を明確にしなければ，

まだ介護保険施設を知らない看護学生が介護保険施

設における看護師としての役割を理解できず，就学

してきた看護師としての実践知を活かす場としての

動機づけにはなり得ないといえる．その解決策とし

て，日本看護協会が「高齢者介護施設における実践

例ラダー」を作成し，看護師の実践能力を段階的に
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表現することで自身の看護実践能力を確認しながら

自己研鑽や人材育成を目指すツールを開発している．

その評価スケールの中で，職務責任としての役割の

範囲を明確にすることと同時に，チームとしての「協

働する力」にも着目している 28）．医療と福祉の違い

というネガティブな相違をみせるのではなく，多職

種との連携といったポジティブな「協働」に着眼さ

せることを臨地実習である老年看護学実習で体現す

ることが教育として必要である．  

看護学生が，介護保険施設での就労を自身が働き

たいと考えるキャリアデザインのひとつと選択でき

るためには衛生要因を解決した上で動機づけ要因を

満たす必要がある．それは，介護保険施設の看護師

の役割や業務を明確にすること，そして働く看護師

が孤立することのないよう自施設のみでなく他施設

との看護師同士の「横」のつながりを強化し組織化

することが，介護保険施設での就労に孤独や不安を

吐露する環境を生み出す．つまり，看護師が働きや

すい環境として介護保険施設が社会的認知され，選

ばれる職場になると考えられる． 

 

Ⅵ．結論 

 

１．看護学生が就労を決定する要因 

臨地実習を経験しておらず，まだ就労先を経験し

ていない看護学部 3 年生（62 名）を対象とした看護

学生が職業を選択する時期と動機について調査を行

った．現状では，卒業後 1 年目での介護保険施設を

希望する学生がいない結果であった．その理由は，

日本看護協会の「継続教育の基準 Ver2」17）や看護

基礎教育の「看護師教育の技術項目と卒業時の到達

度」の項目を概観しても，高等教育での修学した知

識や技術を培った実践知を発揮する場として，病院

での就労を「医療行為における技術成長の可能性」

として希求していた．しかし，3 割弱の看護学生が卒

業後に他科経験後に介護保険施設での就労場所を選択

肢に考えていた．さらに，卒業後に自分の将来就労す

る場所として介護保険施設を選択するためには，看護

学生としての就学期間に介護保険施設が生活支援の場

として理解でき，高齢者の生活の現場や看護学生が働

く職場の雰囲気を老年看護学実習において引き出すこ

とや，看護師として成長するためには，高齢者ケアの

理念と価値を理解でき，対象者が自律した生活を保障

する責任をもつ専門職としての魅力をもつことを看護

学生としての期間に涵養する必要がある．  

 

２．介護保険施設で働かない動機について 

今回の調査でこの衛生要因として抽出された語彙

は，「マイノリティである不安」，「興味のなさ」，「医

療と福祉の違い」，「認知されていない」点があった．

これは，看護師の職務というものが介護保険施設で

就労する看護師と病院等で働く「看護師の質」とい

った病院と介護保険施設での業務内容の違いを感じ

ていることが想定された．そのため看護学生が，介

護保険施設での就労を自身が働きたいと思える方法

とは，介護保険施設の看護師の役割や業務を明確と

なること，看護師が孤立することのないよう自施設

のみでなく他施設との看護師同士の「横」のつなが

りを組織化し，介護保険施設での就労に孤独や不安

を吐露する環境を生み出すことによって，看護師が

働きやすい環境として介護保険施設が社会的認知さ

れ，選ばれる職場になり得ると考える．  

 

Ⅶ．研究の限界と課題 

 

今回の調査では，介護保険施設での就労希望者が

少ないことを受けて，看護学生が職場選択を決定す

る時期はいつで，その動機は何かを明確し，その実

態を明らかにするための調査であった．しかし，調

査対象となる学生数も少なくサンプル数少ないこと

から，今後は実習前のストレスや知識の少ない看護

学生という枠組みをとり，入学時から卒業する学生

までの調査を行うなど，介護保険施設就労に関する

動機をさらに調査し，効果的なキャリアデザインを

支援でき看護基礎教育の充足につなげていきたいと

考える． 
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Abstract 

Objective: To clarify the decision timing and motivation behind nursing students’ workplace 

choice, and to clarify the “hygiene factors” that prevent them from choosing nursing care 

insurance facilities as their workplace. 

Method: A quantitative survey was conducted among 42 (67.7%) third-year nursing students, from 

University A, who provided informed consent. It focused on interest in gerontological nursing, 

employment selection criteria, decision timing, employment at nursing care insurance facilities 

among others，and work experience at a nursing care insurance facility． The reasons for hesitating 

to work at such a facility and its image were captured as free-form responses in a qualitative 

survey. 

Results: Most nursing students wanted to work in a hospital. Hygiene factors such as “anxiety 

about being a minority,” “lack of interest,” “difference between medical care and welfare.” 

and “non-recognition” were extracted from the responses using hierarchical cluster analysis. 

Discussion: As many students wish to work in hospitals, it is necessary for care facilities to 

create awareness regarding attractiveness of the profession among gerontological nursing students.  

This would help them become nursing care insurance facilities that nursing students want to work 

in. To improve the extracted hygiene factors, it is necessary to clarify the roles and duties of 

nurses in long-term care insurance facilities and to create an environment where they can express 

their loneliness and anxiety about working in long-term care insurance facilities. 


